
検索キーワードの選び方・使い方フローチャート

※魅力発掘シートを活用する

①メインキーワードを決める

※メインキーワードの種類はマニュアル「集客・検索キーワードの選び方・使い方」を参照のこと

②サブキーワードを決める

※サブキーワードの種類はマニュアル「集客・検索キーワードの選び方・使い方」を参照のこと

③キーワードを広げる

※キーワードプランナーについては別途、マニュアルあり。

※キーワードを「ずらす」とは、「集めたキーワードを別の視点から見る」ということ

④集めたキーワードを絞り込む

・ライバルのタイトル、メタタグをチェック
・ユーザーとの距離を意識する
・時間軸でキーワードを考える
・キーワードのトレンドを調べる←「googleトレンド」を使う

⑤ホームページに反映させる ・タイトル、説明文（メタタグ）に含める
・見出しに含める
・文中に入れ込む

【アドバイス】
★ 初級者は、基本フローだけで可

必要に応じて、他のフローも
使ってください。

★ 本フローチャートと対になったマニュアル
「集客・検索キーワードの選び方・使い方」
がありますので、参照ください。

クライアントの強みで解決できるユーザーの悩みや不安を書き出す

基本となるキーワードを数多く探す

関連するキーワードとその回数を調べる　←「キーワードアドバイスツール」、「キーワードプランナー」を使う

市場の大きさがわかる

キーワードも明確になる

ホームページをUPする

基本フロー
googleアナリティクスで分析する

キーワードの効果を測定する

ホームページを改善する

PDCAを回す！

市場調査をする　（「競合他社の状況」「ユーザーとの距離」「キーワードのトレンド」を重点的に見る）

選んだキーワードのライバルの強さを調べる

ソーシャルメディア上でキーワード分析をする　←「Social Insight」ツールを使う

ホームページに複合キーワードを落とし込む

複合キーワードを決める

クライアントとのヒアリング（特に目的・強みに関することを聞き出す）

キーワードを加工する　（キーワードを「ずらす」…目的、意味、手段、シチュエーションをずらして考える）

共起語を調べてメインキーワードを拡張する　←「共起語ツール」を使う

類義語、略語を調べてキーワードを探し出す

集めたキーワードをグループ化して整理する

関連キーワードを集める　←「関連キーワード取得ツール」、「good key word」を使う

Q&Aサイトからキーワードを集める　←「Yahoo知恵袋」、「教えてgoo」、「Okwave」を使う

競合と比べて優れている点をリストUPする ターゲットユーザーの抱える悩みや問題を想定して特徴をリストUPする

メインキーワード+サブキーワード=複合キーワード この時点では多数の複合キーワードになる

１人のユーザー像を決定する

クライアントのサービスや商品を欲しいと思うユーザーは、どんなキーワードを検索エンジンに入力するかを書き出す

ホームページの目的につながるキーワード（欲しい情報と最も関連性の高い語句）=メインキーワードを決める

ユーザーがどんなことで困っているかが具体的にあらわされるキーワード＝サブキーワードを決める

クライアントの強みとターゲットユーザーを明確にする


